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はじめに

　空前の住宅着工数（163万戸）であった平成8年度

から一転し，9年度の住宅着工数は134万戸と，3年

度以来の落込みとなっている。また，円安は，カラ

マツの梱包材に若干の明るさを与えたが，北海道の

木材産業は，いまだ景気の足踏み状態の中にある（。

　さらに，国有林の伐採量が大幅に削減される可能

性があり，主伐材については製品単価の高い高付加

価値製品の開発が，今後の素材生産の中心となる中

小径間伐材については，林産試験場のこれまでの研

究成果の技術移転や，新たな製品の開発が求められ

ている。

　一方，国の行政改革の方向が明らかになり，北海

道開発庁が国土交通省に統合されるなど，北海道経

済の自立が大きく求められている。そのためのキー

ワードとして，「産業クラスター構想」が大きく取り

上げられるようになってきた。産業クラスターとは

特定の産業分野を中核とし，その周囲に葡萄の房（ク

ラスター）のように関連産業を育て，全体として雇

用吸収力の大きな産業を生み出そうという考えであ

る。北海道の産業クラスターは,“食”と“住”と“遊”

をその中核としている。“住”に関連する産業として

は，当然，林業・製材・木製品など，林産試験場の

関わりも大きく，この成功のためには，林産試験場

も含めた産学官の連携が強く求められている。

　このような状況のなかで，林産試験場では，通常

の技術相談のほかに，「林産技術交流プラザ」におけ

る業界との懇談会や，各種アンケートを実施し，実

情に対応した研究課題を，業界から直接頂いて研究

に取り組んでいる。

試験研究の目標

　林産試験場では，北海道の木材資源背景や需要動

向，社会経済環境の変化に対応し，高度化・多様化

する木材業界のニーズに的確かつ迅速にこたえるた

め，次の三つの目標を柱として研究を進めている。

《木材利用の多様化を促進するための技術開発》

《木材産業の体質強化を促進するための技術開発》

《未利用森林資源の活用技術開発》

平成10年度研究テーマの概要

　上記三本柱の研究目標に沿って，10年度は66の研

究課題について取り組む。このうち，木材業界・行

政等から強い要望のあった新規の研究課題が28，継

続課題が38で，そのうち道立試験研究機関や民間企

業との共同研究が11課題，民間企業からの受託研究

が2課題となっている。三つの柱に従って，10年度

は主に以下のような研究を行なう。

■木材利用の多様化を促進するための技術開発

　環境や景観に配慮した河川等で使用される木材の

耐久性評価，枠組壁工法用横架材製造システムの開

発，道産人工林材の木造橋等大型屋外施設への利用

技術開発，高齢者や心身に障害をもつ方々に配慮し

た住環境を開発・提案する「北国型福祉社会におけ

る住環境整備に関する研究」，木材と金属との複合化

による新素材の開発，間伐材を活用した学校机・
いす

椅子

の製品開発等の研究に取り組む。

■木材産業の体質強化を促進するための技術開発

　生産性の向上やコスト削減を図るため，乾燥温度

を100℃以上の高温に設定した場合の，適正乾燥ス

ケジュールおよび乾燥コストについて検討する「木

材高温乾燥の実用化技術の開発」，主に人手で行なっ

ている木材表面の研磨処理評価の自動化を目的とす

る「木材加工表面の欠点評価基礎技術の確立」，信頼

性の高い強度性能を保証する針葉樹構造用合板の開
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発等の検討を行う。

■未利用森林資源の活用技術開発
　北海道の森林に未利用のまま放置されている，膨
大なササ資源の有効利用技術の開発，油吸着材の応

用製品や木質炭化物を用いた塩基性ガス吸着剤の開

発，シイタケ優良品種の開発，樹木成分に由来する

獣害抑制物質の検索等の研究を行う。

　次に，10年度のすべての研究課題を，三つの目標

に従って示す。

　林産試験場の平成10年度試験研究業務の概要

Ⅰ．木材利用の多様化を促進するための技術開発
        Technological Development for Diverse Utilization of Wood Products

　木材・木質材料の需要拡大を促進するための利
用技術，木質材料の性能向上技術，および異種材
料との複合化技術の開発を行うとともに，木質材
料の使用マニュアルを充実するための試験研究を
行う。

Ⅰ．1．需要分野拡大のための木材利用技術の開発
　　　Research and Development or Utilization
　　　Technologies for Enlargement of Wood Products
　　　Market

　木造住宅・大規模木質構造物などの施工技術，お
よび資材の開発，木質内外装材のデザイン開発など，
木質材料の需要拡大を目的とした研究を次のテーマ
で行う。

　　Ⅰ．1．1．木質内外装材の製品開発
　　　Development of Wooden Interior and Exterior Parts
①間伐材を活用した学校机・椅子の製品開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7～10年）
②建築解体材を利用した木質系舗装資材の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10～11年）
③冬季歩行と安全性を考慮した木質系フロアシステ
　ムの開発　　　　　　　　　　　　　（10～12年）

　Ⅰ．1．2．木造住宅の施工技術および資材の開発
Development of House－Building Technology and
　　Materials for Wooden Houses

①道産中小径材を用いた枠組壁工法用横架材製造シ
　ステムの開発　　　　　　　　　　　（9～10年）

　Ⅰ．1．3．大規模構造物の施工技術および資材の

　　　開発
　　　Development of Building Technology and
　　　Materials for Large－Scale Structures

①道産人工林材の木造橋等屋外施設への利用技術の
　開発　　　　　　　　　　　　　　　　（9～10年）
②合理化在来構法住宅の開発　　　　（9～11年）

　Ⅰ．1．4．土木・農業用施設等の施工技術および資
　　　　　　材の開発
　　　Development of Construction  Technology and
　　　Materials  for Public Works and Agricultural
　　　Facilites

①生分解性育苗ポットを活用した機械による植栽技
　術の確立　　　　　　　　　　　　　（8～10年）

　Ⅰ．1．5．木製エクステリア製品の開発
　　　Development of Wooden Exterior Products
①道産人工林材によるエクステリアウッドのデザイ
　ン開発　　　　　　　　　　　　　　（9～11年）

Ⅰ．2．木質材料の性能向上技術の開発
　　　Research and Development for improving Te－
　　　chnologies of Wood Material Properties

　強度，耐朽性，耐火性など木質材料の性能向上技
術や，新性能付与技術の開発を次の研究テーマで行
う。

　Ⅰ．2．1．寸法安定性向上技術の開発
　　　Development of Technology for lmproving
　　　Dimensional Stability
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林産試験場 の平成 10年度試験研究成果 の概要

平成 10 年度取り組み研究テーマなし。

Ⅰ．2．2． 耐朽性向上技術の開発

D e v e l o p m e n t ofTechnology forImprovinj葺

D u rab ility

①低毒性防腐処理木材の耐海虫性の評価（9 ～ 10 年二）

②ランバーコア合板に対する防腐処理技術の開発

（ 10 年二）

③河川等で使用され る木材の耐久性評価

（ 10 ～ 11 年）

Ⅰ．2．3． 耐火性向上技術の開発

D e v e l o p m e n t o f T e c h n o l o g y f b r F i r e I m p r o v l n j葺

R esistan c e

①新 しい防火規格に対応 した難燃化技術の開発

（ 10 ～ 11年）

Ⅰ．2．4． 強度向上技術の開発

D e v e l o p m e n t ofTechnology forImprovinj…

M ec h an ic al P ro p erties

①新 しいW PC の製造法 （ 7 ～ 10 年）

Ⅰ．2．5． 遮音吸音性向上技術の開発

D ev e lop m en t o f T ech n o lo g y fb r Im p ro v ln g S o u n（1

I n su latio n an d A b so rp tlO n

平成 10 年度取 り組み研究テーマなし。

Ⅰ．2．6． 新性能付与技術の開発

D e v e lop m en t o f W o o d M a terials w ith H ig h an（1

N ew P erfb rm an c e

①北国型福祉社会における住環境整備に関する研究

（ 8 ～ 12 年）

Ⅰ．3． 木質材料と異種材料との複合化技術の開発

R ese arc h a n d D ev elo p m en t fb r C o m b in a tio n o f

W ood and O ther M aterials

木質材料 と異種材料 との複合化による，新たな機

能を有する複合材料の製品開発を，次の研究テーマ

で行 う。

〔 J ．H o k k a id o F o r．P ro d ．R es ．In st．V o l．1 2 N o ．4 ，1 9 9 8 〕
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Ⅰ．3．1． 複合材の製品開発 と製造技術の確立

D e v e lo p m e n t of Composite Materials and

E stab lish m e n t o f T ech n o lo g y fb r M a n uねctu ra ln g

t h e m

（ 丑木材の化学処理および金属との複合化による新素

材の開発 （8 ～ 12 年）

②木チップと下水道コンポス ト焼却灰による藻礁の

開発 （9 ～ 12 年）

③木・樹脂複合サッシの実用化に関する研究（10 年）

④木質・セメン ト成型体藻礁の製造技術 （10 年）

Ⅰ．4． 木質材料の使用マニュアルの充実

P erfe ction o f U se－D ire cto ry fb r W o o d M aterials

道産人工林材等の材質評価，および新たな規格に

対応するための材料性能評価方法等の充実を目的と

して，次のテーマで研究を行 う。

Ⅰ．4．1． 樹種ごとの材質評価

E v alu atio n fb r W o o d（〕ualitie s b y S p e cie s

①道南スギ精英樹クローンの材質 （8 ～ 10 年）

②高容積重家系の早期選抜の検討 （9 ～ 10 年）

③優良 トドマツ精英樹家系選抜のための材質検定

（ 9 ～ 12 年）

Ⅰ．4．2． 木質資材の各種性能の評価

E v a lu ation o f P ro p erties 払 r W o o d M a teria ls

（ 訂熱帯造林木の材質評価および加工適性評価

（ 6 ～ 10 年）

②エンジニア リングウッドの強度性能評価

（ 6 ～ 10 年）

③集成材の強度シ ミュレーション技術の確立

（ 9 ～ 10 年）

④輸入木材の接着塗装性能の検討

（ 9 ～ 11年）

⑤未利用熱帯材の材質評価および加工適性評価

（ 10 年）

⑥スギ虫害材の強度性能試験 （10 年）

⑦針葉樹高温乾燥材の構造用途適性評価

（ 10 ～ 11年）

⑧防腐処理された木質材料の接着性能の検討

（ 10 ～ 11年）



林産試験場 の平成 10年度試験研 究業務の概要

⑨床暖房用フロー リング性能試験の簡略化

（ 10 ～ 11 年）

⑩北国型住宅の室内汚染 とその対策 （10 ～ 12 年）

Ⅰ．4．3． 木質資材使用マニュアルの整備

M akin g a U se－D irectory fbr W ood M aterials

①木材の利用促進を図るための設計資料の作成

（ 8 ～ 10 年）

Ⅲ． 木材産業の体質強化を促進するための技術開発

T echn ical A ssistance fbr F orti秒ing o f L o（：alF orest P ro duct In du stries

木材産業の技術基盤の強化，および生産性の向

上を図るため，製材，乾燥，加工，合板等の各種

生産技術の改善・開発，生産工程の合理化，開発

製品の市場性の評価に関する試験研究を進める。

Ⅱ．1． 生産技術の改善・ 開発

I m provem entand D evelopm ent of M anu払cturl叩

T e c h n o lo g le S

製材，乾燥，注入等各種生産技術の改善・ 開発を

次のテーマで行 う。

Ⅲ．1．1． 切削技術の改善・ 開発

I m p ro v e m e n t and Development of Cuttir唱

T e c h n o lo g y

①ェア式圧力セ リ装置による挽材精度の向上

（ 9 ～ 10 年二）

Ⅲ．1．2． 粉砕技術の改善・ 開発

I m p ro v em en t a n d D e v e lo p m en t o f P u lv eriz lr唱

T e c h n o lo g y

平成 10 年度取 り組み研究テーマなし。

Ⅲ．1．3． 乾燥技術の改善・ 開発

I m p r o v e m e n t and Development of Dryln里；

T e c h n o lo g y

①連続水分測定装置を用いた水分管理技術の検討

（ 8 ～ 10 年）

②木材高温乾燥の実用化技術の開発 （8 ～ 11年）

③蒸気式乾燥装置の制御システムの見直 しによる省

エネ化 （10 ～ 11 年二）

－5 3 －

Ⅱ．1．4． 注入技術の改善・ 開発

I m p ro v e m en t a n d D e v e lop m en t o f Im p re g n a tln g

T e c h n o lo g y

平成 10 年度取 り組み研究テーマなし。

Ⅲ．1．5． 接着技術の改善・ 開発

1 m p r o v e m e n t and Development or Gluing

T e c h n o lo g y

平成 10 年度取 り組み研究テーマなし。

Ⅲ．1．6． 表面処理技術の改善・ 開発

I m p ro v e m e n t andDevelopment ofTreatment

T e ch n o lo g y ねr W o o d S u r払ce

平成 10 年度取 り組み研究テーマなし。

Ⅱ．1．7． 新加工技術の開発

D e v elo p m en t o f N ew P ro ce ssln g

①曲り挽き製材の有効性の検討 （ 10 ～ 11年）

Ⅱ．2． 生産工程の合理化

R atio n aliza tion o f M an uねctu rln g P ro c esses

乾燥，加工，集成材，ボー ドなどの各種生産工程

の合理化に関する研究を次のテーマで行 う。

Ⅱ．2．1． 製材工程の合理化

R atio n aliza tion o f S aw ln g P ro c ess

平成 10 年度取 り組みテーマなし。

Ⅲ．2．2． 乾燥工程の合理化

R atio n aliza tio n o f D ry in g P ro ce ss
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林産試験場 の平成 10 年度試験研 究成果の概要

①広葉樹乾燥材の品質管理方法の検討 （9 ～ 10 年）

Ⅱ．2．3． 集成材製造工程の合理化

R a tio n a liz a tio n orManuねcturingProcess fb】・

L am inated W ood

①集成材ラミナの欠点除去技術の開発 （8 ～ 10 年）

Ⅲ．2．4． 合板製造工程の合理化

R a tio n a liz a tio n o r M an uね ctu rin g P ro c e ss fb】・

P ly w o o d

①道産低質広葉樹材からの合板・LV L の製造試験

（ 10 年）

②信頼性の高い針葉樹構造用合板の開発

③内装用針葉樹合板の製造

（ 10 ～ 11 年）

（ 10 ～ 12 年）

Ⅲ．2．5． 成形板製造工程の合理化

R ation a lizatio n o f M a n uねctu rln g P ro ce ss fb r I∋o ar〔L

①構造用木質ボー ドの寸法安定性の改善に関する研

究（8 ～ 10 年）

②高粘度接着剤用フォーミング装置の開発

（ 9 ～ 10 年）

③電磁波遮蔽建材の開発 （10 年）

④木質解体廃棄物金属除去装置の開発 （10 年）

Ⅲ．2．6． 加工工程の合理化

R atio n a liz atio n o f P ro c essln g

（ 丑木材加工表面の欠点評価基礎技術の確立

（ 10 ～ 13 年）

Ⅲ．3． 開発製品の市場性の評価

A ssesm e n ts o n M ark et－P erfb m an ce o f D ev e lop e d

P ro d u c ts

企業の製品開発・ 技術力向上を，側面から支援す

る技術・経営診断のための，システム開発および企

業の立地の可能性等の検討を，次のテーマで行 う。

Ⅲ．3．1． 市場性の分析

A n aly sis fb r M ark et－P erfb rm an ce

①輸入広葉樹材の利用実態調査 （9 ～ 10 年）

②カラマツ大径木の利用方法の検討 （10 年）

③製材業における作業システムの高度化に関する研

究（10 ～ 11 年）

Ⅲ．3．2． 製造コス トの低減化

C u rta ilm en t o f M a n u払ctu rln g C o st

①小径木の正角材 としての利用技術の開発

（ 7 ～ 10 年）

Ⅲ． 未利用森林資源の活用技術開発

T e ch n o lo g lC a l D e v e lo p m e n t fb r U tiliz in g U n－O r L e ss－U se d F o re st R e so u rc e s

小径・低質材，枝葉等の林地残材，および工場

副産物など未利用 あるいは低次利用に とどまって

いる森林資源を，化学的・物理的手法あるいは微

生物的手法により，有効活用するための試験研究

を進 める。

Ⅲ．1． 化学的・物理的手法による利用技術開発

Re s e a r c h and Development of Utilizatiorし

T e c h n o l o g l e S O f W o o d b y C h e m i c a l o r P h y s i c a ］し

M eth o d

炭化物や粉砕物 としての利用技術，およびササ等

の森林バイオマス資源の成分利用技術の開発を，次

しJ ・ H o k k a i d o F o r ． P r o d ． R e s ． 1 n s t ． V o l ． 1 2 N o ．4 ， 1 9 9 8 」

ー5 4

の研 究テーマで行 う。

Ⅲ．1．1． 炭化物 としての利用技術の開発

D e v e lo p m e n t ofUtilization Technology for

C h arco a l P ro d u cts

①木質系多機能炭化物の利用技術の開発（9 ～ 11年）

②木質炭化物を用いた塩基性ガス吸着剤の開発

（ 9 ～ 11年）

③木酢液および木タールの利用 （10 年）

④低温炭化によるチップダス トの用途開発

（ 10 ～ 11年）
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Ⅲ．1．2． 粉砕物 としての利用技術の開発

D ev elo p m en t o f U tilizatio n T ech n o lo g y fb r W o o d

P a r tic le s

（ 丑木質チ ップの暗渠疎水材への利用 （9 ～ 14 年）

Ⅲ．1．3． 成分の利用技術の開発

D e v e lo p m en t orUtilization Technology for

C onstitu ents of W ood

①樹木成分に由来する獣害抑制物質の検索 と利用に

関する基礎研究 （8 ～ 10 年）

②ササの有効利用技術の開発 （9 ～ 11 年）

③木質環境浄化資材の開発 （9 ～ 11 年）

Ⅲ．2． 微生物的手法による利用技術開発

R e s e a rc h and Development of Utilization

T ech n o lo g le S O f W o o d b y B io lo g lCa l M eth o d

シイタケ等の各種きのこの優良品種の開発，およ

びそれ らの栽培技術の改善・ 開発を次の研究テーマ

で行 う。

5 5

Ⅲ．2．1． 食用菌栽培技術の確立

E stab lishm en t o r C u ltiv atln g T ech n o lo gy fb r E dib le

M u shro o m

①シイタケ優良品種の開発 （5 ～ 10 年）

②食用菌の分子生物学的研究 （6 ～ 12 年）

③新規定着きのこの効率的栽培方法の検討

④シイタケ菌床栽培技術の確立

（ 7 ～ 10 年）

（ 8 ～ 10 年）

⑤農業廃棄物資源のきのこ栽培への活用

（ 9 ～ 10 年）

⑥きのこ栽培における未利用副産物の有効利用

（ 10 ～ 12 年）

⑦食用きのこの菌床栽培における微生物汚染防除の

検討 （10 ～ 12 年）

Ⅲ．2．2． 微生物機能の利用

U tilization of W ood w ith A p lication of Fun ction

O f M ic ro－O rg an ism s

平成 10 年度取 り組み研究テーマなし。

〔 林産試験場報 第 12 巻 第 4 弓1


